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経 営 の 理 念 
 

 産業は公共の福祉をはかれをモットーとする。 

 社長以下全従業員は法令を遵守し、人類、国

家、社会のために奉仕することを心掛けよう。 

 わが社は、たゆまず前進しなければならぬ。

また人間は幸福を求めるために働かねばならぬ。 

 毎日の生活は神仏の加護によるものであるこ

とを自覚して常に感謝の念を忘れぬこと。 

 如何にせば、より良いものをより安く供給す

ることが出来るか常に努力すること。 

 一朝有事に備えて、日頃蓄積に心掛けよう。 

 鶏口となるとも牛後となる勿れ。 
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株 主 の 皆 様 へ 
 

 株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。 

 さて、当社第87期第２四半期（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）の事業の

概況をご報告申しあげます。 

 

 平成26年12月 

代表取締役社長 中 本 広太郎 

 
１．企業集団の現況に関する事項 

 (1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日）におけるわが国

経済は、政府・日銀による経済対策効果により景気は緩やかに回復してきましたが、消費

税率引き上げによる駆け込み需要の反動を招き個人消費が落ち込みました。また、円安に

よる原材料の上昇やエネルギーコストの増加など依然として先行き不透明な状況が続いて

おります。 

 このような経済状況のもと、当社グループは前連結会計年度より開始した中期経営計画

を推進し、経営基盤の強化と恒常的な利益の獲得を図っております。食品事業は売上の低

迷および原材料の高騰により利益を落としましたが、マット事業は海外での販売が順調に

推移し利益に貢献しました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,378百万円（前年同四半期比8.0％

増)、営業利益は96百万円（前年同四半期比75.9％増)、経常利益は95百万円 (前年同四半

期比485.8％増)、法人税等44百万円および少数株主利益47百万円を計上し、四半期純利益

は2百万円（前年同四半期比98.0％減）となりました。 

 

 (2) 事業の種類別セグメントの概況 

（産業資材事業） 

 産業資材事業の紙袋商品は、納入先の生産調整等により販売数量が伸びず、加えて一部

商品で仕入原価の上昇を販売価格に転嫁できませんでした。黄麻商品は特殊仕様ジュート

糸およびフレコン袋が利益に寄与しました。その結果、売上高は456百万円と前年同四半

期と比べ30百万円（6.3％）の減収、営業利益は８百万円と前年同四半期と同水準で推移

しました。 
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（マット事業） 
 マット事業の国内販売は、消費税増税前の駆け込み需要で膨らんでいた受注残が一巡し、

反動減が鮮明になりました。海外販売は新規顧客獲得により順調に推移しました。その結

果、売上高は1,163百万円と前年同四半期と比べ374百万円（47.5％）の増収、営業利益は

103百万円（前年同四半期は10百万円の営業損失）となりました。 

 

（食品事業） 

 食品事業は、消費税増税後の個人消費の低迷や天候不順により、売上高を落としました。

また、円安による原材料の高騰は利益を圧迫しました。その結果、売上高は754百万円と

前年同四半期と比べ137百万円（15.4％）の減収、営業損失は16百万円 (前年同四半期は

31百万円の営業利益）となりました。 

 

（不動産開発事業） 

 不動産開発事業は、前期の賃貸土地売却に伴い、売上高は3百万円と前年同四半期と比

べ29百万円（90.3％）の減収、営業利益は1百万円と前年同四半期と比べ23百万円

（95.6％）の減益となりました。 

 

 

 

 (3) 対処すべき課題 

今後の経済見通しにつきましては、国内景気は緩やかな回復が見られるものの円安によ

る原材料の上昇やエネルギーコストの増加など依然として先行き不透明な状況が続くと思

われます。 

当社グループは、中長期的な経営戦略としましては、産業資材事業、マット事業、食品

事業をコア事業とし、「新商品の開発･拡販」、｢新規販路の拡大｣、｢財務体質の強化｣を

進めてまいります。中期経営計画策定のもと、販売の強化と利益体質への転換に取り組み、

積極的な経営を断行し持続的成長を図ってまいります。 
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２．会社役員に関する事項 
   取締役および監査役の状況 

(平成26年９月30日現在) 
 

地    位 氏    名 担当及び重要な兼職の状況 

代表取締役社長 中  本  広 太 郎 サハキット ウィサーン カンパニー リミテッド取締役

取 締 役 副 社 長 網 本 健 二 経営企画推進統括役 

取 締 役 中 川 昭 人 経理部長 

取 締 役 村 瀬 松 治 営業統括本部長 

取 締 役 中 原 修 一 ボルカノ食品事業部営業部部長 

取 締 役 
 

梅 澤 恒 治 
 

マット事業部部長、サハキット ウィサ
ーン カンパニー リミテッド代表取締役

常 勤 監 査 役 池 田 明 穂  

監 査 役 青 柳 吉 宏 青柳吉宏税理士事務所代表 

監 査 役 児 玉 実 史 弁護士法人北浜法律事務所代表社員
 

(注) 1. 監査役青柳吉宏氏および監査役児玉実史氏は、社外監査役であります。 
2. 監査役青柳吉宏氏は、税理士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の

知見を有するものであります。 
3. 監査役児玉実史氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務に関する相当程度の知見を

有するものであります。また、東京証券取引所に対し、独立役員として届け出ておりま
す。 

4. 当社は、サハキット ウィサーン カンパニー リミテッドに対し、製品の売買等の取引
関係があります。 
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四半期連結貸借対照表 
 

 

(第２四半期会計期間) 
(平成26年９月30日現在) 

(単位：千円) 
 

科 目 金 額 科 目 金 額 

資 産 の 部 負 債 の 部 
  

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

受取手形及び売掛金 

商 品 及 び 製 品 

仕 掛 品 

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有形固定資産 

建 物 及 び 構 築 物 

土 地 

そ の 他 

無形固定資産 

そ の 他 

投資その他の資産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

 
2,037,997 

364,470 

724,537 

335,789 

176,641 

380,997 

26,060 

33,627 

△4,127 

1,759,477 

1,210,089 

311,139 

764,128 

134,821 

61,363 

61,363 

488,024 

566,675 

△78,650 

流 動 負 債 

支払手形及び買掛金 

短 期 借 入 金 

1年内償還予定の社債 

１年内返済予定の長期借入金 

未 払 法 人 税 等 

賞 与 引 当 金 

そ の 他 

固 定 負 債 

社 債 

長 期 借 入 金 

退職給付に係る負債 

長 期 預 り 保 証 金 

そ の 他 

 
1,171,254 

579,927 

150,000 

6,000 

179,638 

25,786 

40,510 

189,391 

808,995 

135,000 

469,758 

129,088 

4,850 

70,298 

負 債 合 計 1,980,249 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

自 己 株 式 

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 

為替換算調整勘定 

少数株主持分 

 
1,092,907 

1,836,660 

17,380 

△756,378 

△4,754 

1,428 

△12,015 

13,444 

722,888 

純 資 産 合 計 1,817,224 

資 産 合 計 3,797,474 負 債 ・ 純 資 産 合 計 3,797,474 
 
 (注) 記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。 
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四半期連結損益計算書 
 

(第２四半期累計期間) 
（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

(単位：千円) 
 

科             目 金             額 

売 上 高  2,378,045 

売 上 原 価  1,881,877 

売 上 総 利 益  496,167 

販売費及び一般管理費  399,522 

営 業 利 益  96,645 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 1,147  

受 取 配 当 金 5,059  

為 替 差 益 5,466  

そ の 他 851 12,525 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 6,298  

社 債 発 行 費 3,191  

そ の 他 4,544 14,033 

経 常 利 益  95,138 

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益  95,138 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 22,593  

法 人 税 等 調 整 額 22,232 44,825 

少数株主損益調整前四半期純利益  50,312 

少 数 株 主 利 益  47,804 

四 半 期 純 利 益  2,507 
 
 (注) 記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。 
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四 半 期 貸 借 対 照 表 
 

 

(第２四半期会計期間) 
(平成26年９月30日現在) 

(単位：千円) 
 

科 目 金 額 科 目 金 額 

資 産 の 部 負 債 の 部 
 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

受 取 手 形 

売 掛 金 

商 品 及 び 製 品 

仕 掛 品 

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 

繰 延 税 金 資 産 

未 収 入 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有形固定資産 

建 物 

構 築 物 

機 械 装 置 

車 両 運 搬 具 

工 具 器 具 備 品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

無形固定資産 

リ ー ス 資 産 

そ の 他 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

関 係 会 社 株 式 

差 入 保 証 金 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

 
1,104,115 

240,660 

17,409 

553,837 

220,914 

10,899 

34,850 

12,996 

7,320 

8,343 

△3,116 

1,110,917 

802,850 

240,232 

27,898 

52,600 

0 

4,320 

464,898 

12,900 

55,610 

53,292 

2,317 

252,456 

142,666 

45,586 

20,934 

30,087 

91,832 

△78,650 

流 動 負 債 
支 払 手 形 
買 掛 金 
短 期 借 入 金 
1年内償還予定の社債 
1年内返済予定の長期借入金 
未 払 金 
未 払 法 人 税 等 
未 払 費 用 
賞 与 引 当 金 
そ の 他 

固 定 負 債 
社 債 
長 期 借 入 金 
リ ー ス 債 務 
退 職 給 付 引 当 金 
長 期 預 り 保 証 金 

 
971,808 
325,234 
122,847 
150,000 
6,000 

179,638 
89,227 
9,301 
34,310 
11,660 
43,588 
679,833 
135,000 
469,758 
43,810 
26,414 
4,850 

負 債 合 計 1,651,641 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本 
資 本 金 
資 本 剰 余 金 

資 本 準 備 金 
利 益 剰 余 金 

利 益 準 備 金 
そ の 他 利 益 剰 余 金 

繰 越 利 益 剰 余 金 
自 己 株 式 

評価・換算差額等 
その他有価証券評価差額金 

 
575,405 

1,836,660 
17,380 
17,380 

△1,273,880 
84,200 

△1,358,080 
△1,358,080 

△4,754 
△12,015 
△12,015 

純 資 産 合 計 563,390 

資 産 合 計 2,215,032 負 債 ・ 純 資 産 合 計 2,215,032 
 
 (注) 記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。 
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四 半 期 損 益 計 算 書 
 

(第２四半期累計期間) 
（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

(単位：千円) 
 

科             目 金             額 

売 上 高  1,485,650 

売 上 原 価  1,169,625 

売 上 総 利 益  316,025 

販売費及び一般管理費  321,641 

営 業 損 失  5,615 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 及 び 配 当 金 6,202  

為 替 差 益 208  

雑 収 入 769 7,180 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 6,298  

社 債 発 行 費 3,191  

受 取 手 形 売 却 損 940  

雑 損 失 3,603 14,033 

経 常 損 失  12,468 

税 引 前 四 半 期 純 損 失  12,468 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 5,926  

法 人 税 等 調 整 額 15,364 21,291 

四 半 期 純 損 失  33,759 
 
 (注) 記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。 
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事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで 

定 時 株 主 総 会 毎年６月 

基 準 日 定時株主総会の議決権  毎年３月31日 

単 元 株 式 数 1,000株 

株 主 名 簿 管 理 人
 

 
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 
三井住友信託銀行株式会社 

株 主 名 簿 管 理 人 大阪市中央区北浜四丁目５番33号 
事 務 取 扱 場 所 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部 
（郵 便 物 送 付 先） 

 
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号  
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部 

（電 話 照 会 先）  0120-782-031（通話料無料）  
（インターネットホームページURL） http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html 

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】 
証券会社の口座をご利用の場合は、三井住友信託銀行ではお手続きができません
ので、取引証券会社へご照会ください。 
証券会社の口座のご利用がない株主様は、下記の【特別口座について】をご確認
ください。 

【特別口座について】 
株券電子化前に「ほふり」(株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ
た株主様には、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社に口座（特別口座といいます｡）を
開設しております。上記株主名簿管理人とはご照会先および住所変更等のお届出
先が異なりますのでご留意ください。 

＜特別口座に関するご照会先＞ 
（郵 便 物 送 付 先） 

 
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目６番３号 
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部 

（電 話 照 会 先）  0120-094-777（通話料無料） 

公 告 の 方 法

 

電子公告とし、当社ホームページ (http://www.
nihonseima.co.jp/) に掲載いたします。ただし、事故
その他やむを得ない事由によって電子公告ができない場
合は、日本経済新聞に掲載いたします。 

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所 市場第二部 
  

株 主 メ モ
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